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１　江上小 学びの習慣化メソッド（ 江 メソッド）
Ⅱ 研究の実際



　　　　　　　　　　　　　　　　 家庭学習で選択学習と自主学習に取り組む。
　　　　　　　　　　　　 家庭学習で自分に必要な学習を選択して取り組む。
                 共通の課題にきちんと取り組む基盤をつくる。


場面
手立て
(メソッド番号)
効果
内容



低学年
中学年
高学年
授業

学習過程掲示
見通し（授業の流れ）
安心感
主体性
「授業（児童の活動）の流れ」を教室に掲示する。




ガイド
①
主体性
支持的風土
児童が教師と共にめあてをたて，自分たちで確かめ合う。
児童が自分でめあてをたて，学び合う。
（教師はサポーター）
・授業の進行をする。
児童が自分たちの言葉で授業を進行し，自分たちで学びを深める。
（教師はサポーター）


ふり返り
②
メタ認知
主体性
児童の発言等で本時の学びを確認し，具体的な家庭学習へとつなぐ。
ﾉｰﾄor Formsで本時の学びを確認し具体的な家庭学習へとつなぐ。
Formsで本時の学びを確認し，具体的な家庭学習の内容をﾁｪｯｸｶｰﾄﾞに書き込む。

家庭学習
予習
③
見通し（本時の内容）
主体性
理解・定着
達成感
授業で学習した内容に応じた課題に取り組む。
[bookmark: _GoBack]（復習をしっかりすることで，次時の入りをｽﾑｰｽﾞにし，中学年以降の「予習」につなげる。）
教科書（次回学習ﾍﾟｰｼ）ﾞを読む。（Lv.1）
※レベル表参照
・声に出して教科書を読む。
教科書（次回学習ﾍﾟｰｼ）を読み，めあてをたてる。（Lv.3）
※レベル表参照
・めあてをノートに書く。


ICT活用
④
興味関心
視聴覚
個別最適
メタ認知
【導 　入】デジタル教科書
【自力解決】Jamboard
【ふり返り】Forms
【家庭学習】eﾗｲﾌﾞﾗﾘ
【連 　絡】classroom
※PC…発達段階に応じ，教師が指定した日に持ち帰る。
【導　 入】デジタル教科書
【思　 考】Jamboard(共有)
【ふり返り】Forms
【家庭学習】eﾗｲﾌﾞﾗﾘ
すらら(AIﾄﾞﾘﾙ)
【連　 絡】classroom
※PC…毎日持ち帰る。
【導 　入】デジタル教科書
【思 　考】Jamboard(共有)
【ふり返り】Forms
【家庭学習】eﾗｲﾌﾞﾗﾘ
すらら(AIﾄﾞﾘﾙ)
自主学習
・自学ノート
・ｽﾗｲﾄﾞ など
【連　絡】classroom
※PC…毎日持ち帰る。


ﾁｪｯｸｶｰﾄﾞ
⑤
保護者の関与
承認欲求補完
学び方
（個別最適）
家庭学習の最後に，保護者のｻｲﾝ(印)をもらう。
【内容】課題


【内容】課題＋選択


【内容】選択(課題も選択の一つ)
＋自主学習


読書（楽読）
本好きにする
(語彙力・
読解力・
知の習得)
家庭学習の最後には読書を楽しむ。
・親子読書のすすめ
家庭学習の最後に3分間は読書を楽しむ。その後の時間や回数の制限なし。



低学年目標
中学年目標
高学年目標
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